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２０１２年 ４月 ７日 

NPO 法人 森を再生する会 

  

 

 

 

 

平成２４年度の森を再生する会展望 

 皆さんの熱い思いを受けて２４年度も力強く活動を継続したいと決意していると

ころです。本年度の活動の主なものを展望してみます。 

① 藤原一繪先生を招いて春の植樹祭 

本年度も国土緑化推進機構助成事業として春の植樹祭を次のように行います。作手

での植樹祭は最後になると思います。特に今回は、藤原一繪先生を講師にお招きしご

指導いただきます。お誘いあわせの上、大勢ご参加ください。 
○日時 ５月２７日（日）８：００～１６：００（少雨決行） 
○場所 新城市作手高里 小川智彦氏所有山林 
○内容 広葉樹植樹、水源の森づくり講演 
○講師 藤原一繪先生 
○参加費 800 円、小学生４００円、幼児無料（保険料、食事代等） 
○募集人員 １００名 
○バス マイクロバス４台（自家用車での参加も可） 
○集合場所 安城医師会碧海安城看護専門学校（安城医師会館） 
○バス利用者および小学生は振込用紙にその旨記入してください。 
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② 巻き枯らし間伐の有効性の調査 

 本会で購入した「西納庫・水源の森」スギ林は、巻き枯らし間伐を行います。子供

や女性でも十分できる間伐方法です。間伐の能率も伐採する間伐よりも数倍効率的で

す。ただ現在、林野庁は間伐方法として認めていません。ということは、間伐助成の

対象になっていないということです。そこで広島大学の中根周歩先生のご指導の下に

「巻き枯らし間伐の有効性の調査」を実施する予定です。どのような方法で巻き枯ら

し間伐をすることが有効なのかを明らかにしたいと思います。実施する時期が来まし

たら皆さんに参加のお知らせをします。 

③ 矢作川水源の森トラストプロジェクト(ＮＰＯ法人エコネットあんじょう) 

 NPO 法人森を再生する会は実践環境団体「NPO 法人エコネットあんじょう」の会

員でもあります。私たちが進めている水源の森構想をＮＰＯ法人エコネットあんじょ

う幹事会で話をしたところ、「矢作川水源の森トラストプロジェクト」という名称の

プロジェクトが去る３月１７日に発足しました。流域住民の寄付により、長野県根羽

村にある矢作川上流の水源の森 36ｈａを購入し、トラスト地として永久に保全する

ものです。上流・中流・下流の住民は水を通して深くつながっています。「流域は一

つ、運命共同体」なのです。市民の、市民による、市民のための、「水源の森・市民

の森」をつくる画期的な運動です。私たち NPO 森を再生する会が進めてきた「水源

の森づくり」運動がより発展的に行われることをうれしく思います。寄付方法等詳し

くは、ホームページ（http://www.econetanjo.org/）をご覧ください。  

④ 安城市内１８万本植栽（ＮＰＯ法人いのちの森づくり実行委員会） 

 人間が一人呼吸して生きていくために必要な樹木の数を教えてほしい、と元横浜国

立大学教授の藤原一繪先生にお尋ねしたところ、直径３０センチメートルの広葉樹が

一人１本必要だと答えられました。そこで私が、「安城市の人口の本数だけ広葉樹を

植えよう！」と提唱していたところ、安城ライオンズクラブの中川暉国さんがクラブ

のアクテイビテイとして取り上げていただきました。今では、安城ライオンズクラブ、

安城南ライオンズクラブ、安城中央ライオンズクラブが一緒になって「NPO 法人い

のちの森づくり実行委員会」を設立し毎年市内で植樹祭を行っています。この取り組

みについての NPO 法人森を再生する会会員のみなさんへの広報が足りなかったこと

を反省しています。 

⑤ 三位一体でいのちの森づくり 

以上触れてきましたように、私たち「NPO 法人森を再生する会」の活動に呼応

するかのように、「NPO 法人いのちの森づくり実行委員会」「NPO 法人エコネット

あんじょう・矢作川水源の森トラストプロジェクト実行委員会」がそれぞれいのち

の森づくりの活動をはじめました。とても心強い気持ちです。幸い３つの組織・活

動はそれぞれ特徴がありますが、「いのちの森づくり」という理念は同じです。３

つの組織が連携を取り合い三位一体で活動することにより、いのちの森づくりが大
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きく結実することを願っています。 
（文責・神谷輝幸） 

 
中根周歩先生特別寄稿１（数回に分けて掲載） 

 

「水源の森」の保全の意義 

「水源の森」とは、”流域にあって、その保水機能（水源涵養機能）が高いのが、

一般的に森林であり、しかも人工林よりは自然林で、人工林でも適正（強）間伐によ

って改善される、ということでしょう。それは、保水機能が主に土壌の保水力（雨水

の浸透しやすさと貯水できる容量）に依存していることによります。 

 これらのことを、河川流域の全体においても、科学的のくわしく示した例が四国・

吉野川においてあります。すなわち、過去 40 年間の流域の森林の変貌（自然林の伐

採、人工林化、その成長と放置）によって河川流量（特に洪水時のピーク流量）が大

きく変動するという関係を解析した例です（中根・中根 2004）。具体的には、1960
～1970 年代の一斉拡大造林による流域の森林伐採面積のピーク直後に、洪水時にお

けるピーク流量の最大値（基本高水流量）がもっとも大きくなりました（図 12）。 
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図 12．吉野川流域における過去 10 回（1954～1976 年）の洪水時の雨量を 150 年

に一度の洪水（440 ﾐﾘ/2 日間）に引き伸ばして、各年代（1961、1974、1982、1999
年）のタンクモデルで予測された岩津基準点での各年代の最も高いピーク流量（基

本高水流量）と流域の森林の伐採面積の推移。破線：流域の人工林の 40％を 2005
～2015 年に適正に間伐した場合、また 2025 年までに 100％適正に間伐した場合

の流域の平均浸透能から推定されるタンクモデルで計算した基本高水流量。 
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このことは、この期間、流域森林の洪水抑制機能（「水源の森」の機能）が著しく

低下したこと、そしてその後人工林の成長に伴って、洪水抑制機能が回復しているこ

と、しかし、現在、1960年代以前のレベルまでは到達していないことなどを示してい

るということです（図12）。 

さらに、熊本県球磨川の上流域の支流である川辺川においても、吉野川と同様に一

斉拡大造林が 1950 年代後半から 1970 年代にかけて進み、流域の 90％の森林が伐採

され、70％ほどが人工林化しました。それによって、一斉拡大造林時期に流域全体の

雨水貯留力が大きく減少したことが判明しています（図 13）。すなわち、この時期に

流域の保水機能が大きく低下していることを示唆しているわけです。 

 

 

 

 

このような流域の保水機能の低下が、吉野川、川辺川に限らず、矢作川含め、一斉

拡大造林が推進された全国の河川流域でみられたと思われます。 

そして今、その後の人工林の放置や、森林域の開発、農耕地の宅地化が、流域の水

源涵養機能の保全と向上の視点から、現在解決すべき課題と言えます。 

 河川の流域の治水（保水）機能はその流域の地形、土壌、土地利用形態、植生など

様々な要因によって左右されており、さらにそこに生活する人々の生産活動、社会・

流域の雨水貯留率

５年間の伐採面積率 

図 13．熊本県川辺川流域の各 5 年間の森林伐採面積率と流域の雨水貯留率（累加雨量：

降り始めから積算された雨量が200mmとなった時点での流域に貯留されている雨水の

比率）との関係。雨水貯留率が低いということは、流域の土壌の保水力（貯水力）が低

下しているということになります。
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文化活動の影響を受けているわけです。そのため、河川の治水は流域全体を視野に入

れ、その自然と人々の生活を含めて総合的に考えて行く必要があります。我国におい

ては、中、上流域の大部分を占めている森林の環境保全機能を維持しながら、特に、

その水源涵養機能に注目し、流域の管理保全、利用の施策が求められていると言えま

しょう。 

しかし、少なくとも河川の最上流域は、「水源の森」としての機能が高い森林（自

然の成熟、原生林）が保存されるべきで、また保存されている場合が多いというのが

現実です。 

 矢作川流域においても、特に山地流域において、保水機能（水源涵養機能）の高い

「水源の森」を保全して行くこと、また流域の森林（特に人工林）の保水機能を改善

して行くための管理が求められていると言えます。また、中部山岳地域では、標高

800m 以上の山地はブナ林帯であり、成長の良さを植林の目安とする場合、厳しい冬

季の気候や生育期間の少なさから、人工林事業には適さないと考えます。 
よって、最上流域（標高 1000ｍ以上）の原生的な自然林が保全されている長野県

根羽村の村有林 36 ヘクタール（写真７）を未来永劫、自然林として保全してゆく取

組み（トラスト）は、上流から下流にいたる全流域で生活する人々の治水や生活基盤

を保障する一つの象徴であり、時機を得たものであると評価されるものです。 

 

   

 

    
 
 
 
 
 
 
 

図７B．根羽村の「水源の森」か

ら流出する、晴天時の豊かな清

流 

写真７A．根羽村の「水源の森」

の見取り図（標識） 

図７C. 根羽

部に、かつて植

間伐している
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随想 

神谷 輝幸 
 

安城市における地下水・湧き水についての仮説 

 安城市内の和泉町、榎前町、弁天町、尾崎町に

は今も湧き水が見られる。忍野八海の湧き水ほど

大量の湧き水ではないが、湧き水に触れてみると、

冬でも暖かく清らかな流れで感動する。 
 安城市の水道水の３０％は地下水からくみ上

げているという。この地下水はかなりの量だから

地下には地上とは別にもう一つの川の流れがあ

ることを想像してしまう。そうだとすると、この

地下水は遠く山に降った雨が地下深く岩盤まで浸み込み、ゆっくり長い年月をかけ

て下り、地下水となって下流まで届き、都市部で利用されているのではないのだろ

うか。 
 常滑市の酒蔵を訪ねたとき、聞いた話がある。海岸べりにある酒蔵で作った酒は

その昔、海路で遠く江戸まで運んだという。酒造はよい水がなければできない。海

岸近くにある酒蔵はどうしてよい水が手に入るのだろうか。地元の人の話では、鈴

鹿山脈に降った雨が浸み込み、その地下水は伊勢湾をくぐって常滑市の酒蔵まで到

達するというのだ。 
 東北三陸海岸の海にもぐると、山からの地下水脈が海の底で湧き水として噴出し

ているのが見られるという。 
 そのような事実から、「安城市が水道水として汲み上げている地下水は、遠くの

山に浸み込んだ地下水が長い年月をかけて

たどり着いたものである。」という仮説が成

り立つ。どなたかこの仮説の正しいことを証

明してもらえないだろうか。証明できれば、

水源の森が都市の人たちにとってより重要

な意味を持つのですが…….  。 
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畠山重篤さん特別寄稿 

国連森林フォーラム（UNFF)が森林の育成や林業の健全な発展などに貢献した人物に 

対して表彰する「フォレスト・ヒーローズ」を、理事長 畠山重篤が受賞いたしました！  

 

漁師 フォレストヒーローに 
畠山 重篤 

 
 昨年 11 月末突然林野庁から電話が有りました。 
国連が世界で森林保護活動をしている民間人を、5 大陸から一

人ずつフォレストヒーローとして表彰する事になり、各国から一

人ずつ候補者を出すことになりました。そこで日本代表にあなた

を選出したいのですがよろしいでしょうか？というのです。 
震災復興への応援という意味もあると直感しましたが、漁師を

フォレストヒーローに候補として林野庁が選んでくれたことに感謝し快諾しました。 
“森は海の恋人”運動を開始してから二十四年目を迎え、小中学校の教科書にも載

っていますので、日本では森と海はつながっているとの理解は深まってきました。 
しかし、世界ではどうでしょう。まして森林保護活動をしている人は大勢いますか

ら世界の 5 人に入るのは難しいのではと思っていました。 
 1 月になってアジアの 3 人の中に入っているという知らせが有りました。そして、

アジア代表、世界の 5 人の一人に内定しましたとの連絡が有ったのです。 
 二十数年間行動をともにしてきた仲間と喜びを分かち合いました。 
 2 月 9 日、ニューヨークの国連本部の会議場で表彰式です。 

 ブラジル、ロシア、カメルーン代表は、盗伐、乱開発に対抗し森を守った文字通り

のヒーローです。 
 北アメリカの女子高生は、東南アジアのパーム椰子プランテーションの問題を鋭く

突いて受賞しました。 
 環境問題関係の表彰は、自然を破壊する側と対決し打ち破ったということが評価さ

れる事が多いのです。 
 しかし私たちの“森は海の恋人”運動は、対決姿勢や批判をなるべく避け、荒れた

山への植林や子供たちへの環境教育など、いわば、“人の心に木を植える”活動を粘

り強くおこなってきたのです。 
 そこをどう評価してくれるかに関心が有りましたが、審査員の公表は私たちの活動

をかなり深く分析しており、ホッとしました。 
 “森は海の恋人”という詩的スローガンの勝利だと思いました。 

受賞あいさつでこう言いました。 
 “森には 3 つの種類があると思います。山の森、海草と森植物プランクトンの森、

そして川の流域に暮らす人間の心の中の森です。 
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3 月末の の降った寒い日の作業 景１

3 月末の雪の降った寒い日の作業風景２

 環境問題で最も大切なのは、心の森だと思います。これからも“人の心に気を植え

る活動を継続していくつもりです。 
 会場からは、最も大きな拍手をいただきました。 

 
 

山作業苦労話 笑顔の裏に 
                       豊橋  長澤  勇吉 

 
 山の作業は、毎月第四日曜日、月一回の集いですが、毎回 10 数名集まり、和気あ

いあい おいしい空気を、吸いながら、汗を流している事は、すでに皆様ごぞんじの

ことですが、 春と秋植樹祭の、舞台づくり、 地味な作業です。山の中斜面を上っ

たり下ったり、足にくる、昼の食事で、下に降りる

のですが、しんどいので、山の上で済ましたい気分

です。植樹祭でスタッフが、笑顔を見せながら、苗

木を運んだり、ツルハシを抱えて登っておりますが、

「植樹祭」と祭の言葉があり、みんなが注目してい

るので、張り切って作業しますが、実は、大変です。

集まる人達は、月一回元気に、動けるように自主ト

レ、体力をつける必要あり、日頃それぞれ散歩した

り、運動し、身体を動かす様に、心がけております。

私事ですが、私も健康の為、朝夕日に二度の、散歩を実施しております。家の近所が、

自然に恵まれており（物も言いようで、田舎です）気持ちよく、歩けます。そして近

所に２５０M の高さの名称東山があり、中腹が、豊橋市指定の、健康ウォークコース

になってます。週一回は、山の坂道を、登り下り森林浴を、かねて１時間ほど、歩い

ております。家から、 ふもとまで３０分、往復１時間計２時間の歩きです。健康に

良いのですが、以前お酒を、 たしなみすぎの、前科者の為、食事制限されておりま

すので、なんかいつでも、子供のように、おなかをすかしている様な、気がする。情

けない話で、普通の人は、散歩で快地よい汗を流して、食欲増進の効果大ですが、私

は、悩みの種です。森を再生する会員、笑顔の裏側には、こんな話も（食い意地は、

私だけですが）毎月第四日曜に、活躍して

いる会員は、春夏秋冬季節を身体で感じて、

元気に仲良く、今後もがんばります。今年

も２月 26 日仕事始め、春の植樹祭は、５

月２７日（日）作手の山で、準備されます。

今回は、苗木が、少し多目の植樹祭になる

予定（当日お楽しみに）、植樹場所整備の為、

山作業も、3 月、4 月、5 月は第二日曜日も

追加作業となります。当日、山上の山桜が、
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咲き残っていれば、目をなごましてくれるのですが、５月末ですから、山上とは言え

無理ですね、美しい色の、山藤の花が、皆様を待っています。（花より団子の、昼の

食事が、楽しみの方も、おられると、思いますが、食べ物で、参加を、誘い水にする

のは、本意ではない？）昨年春、一昨年春、秋、植樹した、苗木が、順調に育ってお

ります。確認してください、重ねて、お楽しみに。  

 
 

三河湖植樹祭 

       田中常和 

  
3 月 25 日三河湖畔の三河路さんで地元の方たち、岡崎竜城スイミングの子どもた

ち、三河湾浄化市民塾、安城まちづくり市民会議などが参加して、4 回目の植樹祭を

行なった。約 70 名の参加者が集まりヤマツツジ 320 本を三河路さん駐車場南の三河

湖畔に植えた。地元の方たちにより遊歩道が整

備され、その両側にヤマツツジを植樹していっ

た。最初の植樹会で植えた桜の苗木が 1.5 メー

トルほどに成長していた。草刈りで苗木の目印

になる赤く塗られた杭のわきに 1 本１本てい

ねいに植えられた。植樹が終わるころからは雪

まじりの天候となり風も加わってきた。駐車場

のとなりのたき火で暖を取りながらシイの原

木の菌打ち作業に取り組んだ。子どもたちは夢

中でトンカチをふるって菌打ちに熱中していた。また、3 年前に菌打ちした原木椎茸

を子供たちとともに収穫し、そのままバーベキューで味わった。取り立ての椎茸は香

こそ乾燥シイタケに及ばないが、しっとりとした豊かな味わいは贅沢の一言である。

三河路さんの五平餅や地元で捕れたイノシシ汁を味わいながら、ツツジや桜の花で彩

られた三河湖畔を夢見ながら、心豊かな時間を過ごすことができた。 

三河湖は矢作川の重要な水源の一つで、アオコなどの発生によりダム湖の水質低下

が問題となっていた。旧足助町や旧下山村による EM 水質浄化の取り組みで、水質改

善が進むと同時に、アユの遡上が増え、今では豊川水系を上回る漁獲高をあげている。

水質浄化だけではなく、観光施設などの拠点に花木を植樹し山里の経済的な活性化を

図るため今後も継続して取り組んでいきたい。 
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【平成２４年度総会のお知らせ】 

  期日：平成 24 年 4 月 ２８日(土)１４ 時から 

  場所：文化センター 講座室 

  議題：①平成２３年度事業報告について 

     ②平成２３年度決算報告について 

     ③平成２４年度事業計画について 

     ④平成２４年度予算について 

     ⑤山を購入する資金の使途について 

 

【植樹祭にむけて今後の活動】 

 春の植樹祭の準備作業を次の日程で行います。 

○４月８日（日） 

○４月２２日（日） 

○５月１３日（日） 

 参加する人は、安城歴史博物館駐車場へ８：００集合です。乗り合わせていきます。 
弁当持参、乗車賃５００円が必要です。雨で中止の場合は、別の日を設けます。植樹

祭に間に合わないようでしたら、作業日を増やすこともあります。 
 

 

 

 

 
 

 

＊  寄付金の受付 ＊ 

次の方から寄付金をいただきました。 

○中川暉国様  1 万円 

○山本時江様  1 万円 

ありがとうございました。 


